
石川県立野々市明倫高等学校 №1

集計結果で、〈　〉はR02最終評価のデータ

達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）
１ ①

アクティブ・ラーニングや
ディスカッションを授業の
中に導入するとともに、
ICT機器（iPad・クロム
ブック）を活用し授業力の
向上を図る。

アクティブ・ラーニングやディスカッションさ
らにICT機器を活用することにより学習効果が
高まった（ａ 強く ＋ ｂ やや）と感じている
生徒が、
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

７９．５％　Ｂ
〈74.5％　Ｂ〉

「感じている」＋「やや感じている」が昨年度より5.0ポイント上回っ
た。これはアクティブ・ラーニングやディスカッションについて、そ
の技法や内容面に改善してきた結果と考えられる。日頃から授業手法
や成果の共有を行い、「思考する授業」を実践し、生徒が主体的能動
的に取り組む授業を増やしてきた成果であると思われる。今後、更に
学習効果が高まった感じることができる授業を実施していきたい。

②
授業の中で生徒が自分の考
えを述べる場面、論理的思
考力を育成する場面、教師
と生徒とのやりとりの場面
を設定している。

日々の授業において、考える必要のある質問を
し、生徒が発表（発言）する場面を（ａ多く＋
ｂ時々）設定している割合が
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８０％以上
　Ｄ　８０％未満

８０．６％　Ｃ
〈81.6％　Ｃ〉

中間評価では、ａ＋ｂが89.8％であった。３年は共通テスト前で演習
中心の授業が展開されるため、最終評価で下げる傾向にある。ただ、
昨年度と比較するとａ＋ｂは80.6％とわずかに下回る程度であるが、
ａのみについてみれば10％以上下降している。Chromebook等の活用に
よって、生徒の考えを共有するまでの指導にとどまり、従来行なわれ
ていたグループ活動後の発表のような教師と生徒及び生徒同士の意見
交換による深い学びまで実践できていないことが要因であると考え
る。今年度のChromebook等の活用の効果と反省点を次年度の効果的な
活用につなげたい。

③
家庭学習と授業内容の連動
を図り、学習習慣の確立と
学習内容の質の向上をめざ
す。

家庭学習に積極的に取り組み、十分に確保でき
たと考えている生徒が、
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　７５％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

６６．８％　Ｃ
〈68.0％　Ｃ〉

中間評価ではａ＋ｂ=６２．７％で、中間評価より４ポイント上げる結
果となったが、対昨年比較では。若干下げる結果となった。2,3年生は
昨年より増加しているが、1年生が減少している。年度当初は良い意味
での緊張感から家庭学習に取り組んでいたが、特に定期試験前に対す
る学習時間が少ないのが気に掛かる。今後は学年団、進路課とも連携
を図り、自発的に家庭学習に取り組む習慣を確立させていきたい。

④
朝学習の充実により、学び
にむかう主体性を身につ
け、学びの質を高める。

朝学習で学力や教養が身についたと考える生徒
の割合が
  Ａ  ８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ  ６０％以上
　Ｄ　６０％未満

【１年】　８０．７％　Ａ
　　　　　〈74.6％ Ｂ〉

【２年】　８１．７％　Ａ
　　　　　〈76.1％ Ｂ〉

【３年】　７８．８％　Ｂ
　　　　　〈80.0％ Ａ〉

【全体】  ８０．３％　Ａ
　　　　　〈79.3％ Ｂ〉

【１年】　英数国の小テストを中心に、２日間思考の時間を行っ
ている。成果は、小テストに対して家庭での学習習慣の確立をは
かるとともに、基礎力の向上に役立っている。また、思考の時間
ではChromebookを使用して読解力を伸ばすことができた。一方、
課題は全体的に家庭学習習慣が身についているとはまだまだいえ
ず、朝学校に来てから短時間の学習のみを行っている生徒もいる
のが現状である。
【２年】　２学期から文系・理系で内容を変えてはいるが、昼食
時や放課後の再テストや学習会と連動させることは4月から継続
して行っている。担任の声かけもあり、朝学習で基礎的な知識を
身に付けようとする生徒が若干増えたようである。ただ、課題や
学習に対して受動的な生徒も多いので、より能動的、自発的な取
り組みを促したい。
【３年】　英語は英文速読とリスニング演習、他の教科は小テス
トを中心に朝学習を行った。小テストについては不合格者の指導
に各教科工夫を凝らして基礎力の養成に努め、一定の成果を上げ
ることができた。しかし、昼食時に不合格者への対応をしなけれ
ばならない場合が多く、ホーム担任は生徒との個人面談等との
バッティングで苦労することが多かった。

重点目標 具体的取組
書くことを
基本に自ら
の考えを整
理し、深く
思考するこ
とで論理的
思考力及び
批判的思考
力を育成
し、課題発
見・解決能
力を身につ
け生きる力
を育成す
る。その際
には、主体
的・対話的
で深い学び
を実現する
様々な手法
を活用す
る。

令和３年度　学校経営計画に対する最終評価

学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改
善方策

・生徒による授業評価アンケートでは、多くの項目で過去を上回る肯定的評価を得ている。教員の尽力によるものと思うが、引き続き取り組みを進めて欲しい。
・生徒による授業評価アンケートで、生徒の満足度が高い様子が見られ、素晴らしい。特に、授業がわかりやすいと感じ、教師の熱意・工夫に応えるよう、生徒も意欲的に取り組む様子が窺える。

・研究授業やICT活用などにより不断の授業改善を行う。



石川県立野々市明倫高等学校 №2

集計結果で、〈　〉はR02最終評価のデータ

達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）重点目標 具体的取組
令和３年度　学校経営計画に対する最終評価

２ ①
クラス全体の指導やきめ細
かい個人面談などを通し、
生徒の進路意識を高め、設
定した進路目標を実現する
ために自ら能動的に学習
し、学力を高める努力をす
るような意識づけを行う。

【１・２年】９月の進路志望調査で、国公立大
学を目標とする生徒が
　Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８５％以上
　Ｃ　８０％以上　　  Ｄ　７５％以上
【３年】９月の進路志望調査で、金沢大学以上
を目標とする生徒が
　Ａ　９０人以上　　　Ｂ　７０人以上
　Ｃ　５０人以上　　　Ｄ　５０人未満

【１年】８７．０％ Ｂ
　　　　〈93.4％ Ａ〉

【２年】８３．２％ Ｃ
　　　　〈89.5％ Ｂ〉

【３年】１１７名 　Ａ
　　　　〈122名　 Ａ〉

【１年】 １学期からの文理選択指導や進路講話等で早期の進路
指導を行った。2年次になってもこの意識を保ちつつ、高みを目
指す指導を継続していく。
【２年】 １年次より継続して生徒の進路意識を高めてきたが、
志望の多様化に伴い評価はＣとなった。今後も継続して高い志望
を持たせる方向で指導を続けていきたい。
【３年】 金沢大学以上を目標とする生徒数が昨年度に引き続き
多かった。高い志望を叶えた先輩たちの存在や継続した国公立を
目標とする指導の成果であると考える。

②
進路指導課から各学年、教
科に方針を発信することに
より、教員全体の相互理解
を深め、生徒の進路志望を
実現するための学力向上の
取組を組織的に行う。

１,２年生の学力試験で国語、数学、英語の各
教科の全国偏差値が
　Ａ　平均偏差値４８以上
　Ｂ　平均偏差値４５以上
　Ｃ　平均偏差値４２以上
　Ｄ　平均偏差値４２未満

11月進研模試による。
【１年】国語47.0Ｂ〈45.6〉数学46.2Ｂ〈46.4〉
　　　　英語44.4Ｃ〈43.2〉

【２年】国語47.5Ｂ〈47.8〉数学47.3Ｂ〈48.5〉
　　　　英語45.5Ｂ〈44.2〉

11月進研模試の３教科総合全校偏差値は、１年が45.2であった。
これは、昨年度より高いが、一昨年度よりは低い。２年5教科総
合偏差値は理系が43.6、文系が45.8であった。これは、咋年度、
一昨年度より低いが、上位者層の数は維持されている。今後もモ
チベーションを保ち受験に臨むように指導していきたい。

③
１,２年生の国語・数学・英語の学力試験全国
偏差値５４以上の生徒が
　Ａ　４５人以上
　Ｂ　４０人以上
　Ｃ　３５人以上
　Ｄ　３５人未満

全国偏差値５４以上の生徒
【１年】
　　14名：Ｄ〈８名：Ｄ〉
【２年】
　  25名：Ｄ〈24名：Ｄ〉

１年は、前年度比で人数が大幅に増加したが、評価はＤであり、
今後の増加を目指した指導が必要である。
２年は、前項目でも述べたように、上位者数は昨年と変わりな
い。上位者を維持して3年の受験体制に入りたい。

④
金沢大学以上の国公立大学合格者数が
　Ａ　１０人以上
　Ｂ　　８人以上
　Ｃ　　５人以上
　Ｄ　　５人未満

５人　Ｃ
〈3人：Ｄ〉

大阪大学１（過年度卒）、金沢大学４
年度当初より、金沢大学より上の大学を目指す生徒に向けて、特
別指導を行ってきた。この体制を維持して、来年度は評価をワン
ランク上げたい。

国公立大学合格者数が
　Ａ　７０人以上
　Ｂ　６５人以上
　Ｃ　５５人以上
　Ｄ　５５人未満

８１人　Ａ
〈75人：Ａ〉

国公立大学合格者は、推薦合格者20名、前期試験合格者55名、そ
の他6名で計81名であった。

難関私立大学合格者数が
　Ａ　１０人以上
　Ｂ　　７人以上
　Ｃ　　５人以上
　Ｄ　　５人未満

４人　Ｄ
〈7人：Ｂ〉

関西大学１、立命館大学２、立教大学１、計４名であった。例年
との違いは、指定校推薦該当者がいなかったこと、新型コロナ
ウィルス感染の影響で、県外私立大学の出願者数が少なかったこ
とが揚げられる。文Ⅱコースの学習のモチベーションを上げてい
かなければならない。

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改
善方策

・今後も生徒に高い目標を持たせるとともに、学習動画等の教材を生かした個別最適化により進路実現を図る。

個別面談や
学習活動を
通したきめ
細かな指導
により生徒
一人ひとり
の可能性を
引き出し、
早期に高い
進路目標を
持たせ、進
路実現に向
けての意欲
と主体性を
育む。

学校関係者評価委員会の評価 ・４年制大学の志願者の増加は教師の努力の結果と思われる。
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集計結果で、〈　〉はR02最終評価のデータ

達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）重点目標 具体的取組
令和３年度　学校経営計画に対する最終評価

３ ①
保護者にＰＴＡ活動等に積
極的に参加してもらい、教
育活動をバックアップして
もらう。

学校行事やＰＴＡ活動で保護者が来校した回数
の平均が３回以上の割合が
　Ａ　７０％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　５０％未満

２６．７％：Ｄ
　〈29.4％:Ｄ〉

昨年に引き続き、総会・朝の挨拶運動・明倫祭などが取りやめま
たは生徒のみの開催となり、３回以上来校の割合が昨年の29.4%
から微減となった。コロナの影響で仕方がないが、生徒の活躍を
見てもらうことができず残念であった。１・２年生の保護者は活
動を見ることができなかったが、ＰＴＡ活動において来年は誰も
経験がない状態になることを危惧された今年の３年の役員の方が
丁寧に１・２年生の役員に自分たちの経験を伝えてくださってい
た。来年はより明確に情報のやりとりをする必要があると思われ
る。

②
本校の教育活動、生徒の活
動の成果をホームページ上
に掲載し、広く情報を発信
する。

ホームページ上の更新回数が
　Ａ　100回以上
　Ｂ　80回以上
　Ｃ  60回以上
　Ｄ　40回未満

１００回以上　Ａ
〈100回以上 Ａ〉
12月現在（学校日誌77　保健だより・相談室便り10
学年より30 総合的な探究の時間14　月別行事予定
10）その他総体・総文・新人大会速報・部活の
ニュース・奨学金のお知らせ・PTAのお知らせ・同窓
会からのお知らせ・体験入学のお知らせ・入試関連
のお知らせなど不定期に多数更新

行事をはじめ、学習活動の様子、部活動の取り組みや大会等の経
過や結果、行事予定や保健だよりなどを随時発信している。生徒
の活躍の様子、学校からのお知らせ、中学生へのお知らせなど、
情報の充実をめざし各学年・顧問・担当部署が更新した。
ホームページをよく見るという回答は31%で、まだ半数にも満た
ないが、閲覧回数は非常に伸びており、（5月末863,139→12月末
1,109,455）熱心に見てくださっていることで励みになってい
る。

③
部活動の加入を促し、学校
全体の活性化を図ること
で、生徒のチャレンジ精神
の向上とレジリエンスの獲
得を目指す。

１,２年生の部活動の加入率が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８５％以上
　Ｃ　８３％以上
　Ｄ　８３％未満

９３．８％　Ａ
〈93.6％：Ａ〉

昨年、コロナ感染症の影響で昨年の各大会・発表会が中止や縮小
されて十分に活動できなかったためか、2年生でも部加入率があ
まり下がらなかったと考えられる。一方今年度は大会や発表会が
開催されたものの、コロナ感染症の為に練習制限があり十分に活
動できず、活動量や成績に満足できていない生徒がいる。今後は
限られた活動であっても結果や充実感が得られるように各部で工
夫していくよう支援していくことが大切である。

④
明倫祭の外部公開を継続
し、校内開催と校外開催の
内容を充実させ、近隣商業
施設・小中学校でのポス
ター掲示などの広報活動を
活発にすることで、地域と
連携を目指す。

１日目の来場者数のうち小中学生・地域住民が
　Ａ　３３０人以上
　Ｂ　３００人以上
　Ｃ　２７０人以上
　Ｄ　２３０人未満

一般公開取りやめのためデータなし

新型コロナウィルス感染症の予防対策として、外部からの来場者
を入れない対応をした。
来年、一般公開ができた場合に生徒たちの展示・発表で来場者を
おもてなしできるようにしていく。

⑤
図書委員会による本の読み
聞かせや本の紹介カードの
作成・展示など地域と連携
した活動を行うことで生徒
のチャレンジ精神と主体性
の涵養を図る。外に出る機
会は制限されるが、それで
もできる範囲で活動してい
く。

地域と連携した図書委員会活動の回数が
　Ａ　年間８回以上
　Ｂ　年間５～７回
　Ｃ　年間４～５回
　Ｄ　年間４回未満

全体　Ｃ

【実施できたもの】
１　図書選定実習（5/21）
２　ビブリオトーク（6/18）
　　読み聞かせボランティアの方を招いて実施した
３　絵本読み聞かせ講習会（7/2）
４　ポップ作成講習会（10/22）
    書店の方を講師として招いて実施
５　カレード見学会（12月3日）

予定していた８回の活動のうち、コロナ感染状況の影響などで、
３回の活動が中止または非公開となったが、２学期は感染状況も
改善したので予定していた活動を実施することができた。来年度
以降も状況を見ながらできることを確実に実施し生徒の活動機会
を確保していきたい。

部活動や生
徒会活動の
活性化とと
もに、地域
行事への積
極的参加を
通して地域
貢献に努め
る中で、視
野を広げつ
つチャレン
ジ精神やレ
ジリエンス
の涵養を図
り、明るく
活力ある学
校づくりを
推進する。

学校関係者評価委員会の評価
・高校生活の充実は友達との楽しい思い出が必要で学校での課外活動が大事である。課外活動には制限が有ると思うが活発に行われ、地域の行事にも積極的に参加されており、先生の指導の結果だと思
う。これからも継続して地域行事への参加をお願いしたい。

・コロナ禍の制限の中で工夫し、課外活動、地域行事への参加の充実に努める。
学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改
善方策
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達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）重点目標 具体的取組
令和３年度　学校経営計画に対する最終評価

４ ①
登校指導や生活指導などを
通して、挨拶がしっかりで
きる人間の育成を図る。

朝の挨拶運動で協力していただく中で生徒同士
や教職員、外部からの来客に対し、進んで自分
からしっかり声を出し挨拶できた生徒が
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

８０．８％　Ａ
〈82.3％：Ａ〉

コロナ禍の感染防止のために常時マスクを着用し、大きな声を出
すことに制限があったこともあり、良くあてはまるが減少したと
考える。今後のコロナ感染症の状況に関わらず、教職員が生徒に
朝の登校時、授業の始まりと終わり、下校時などで積極的に挨拶
し、小さな声であっても声を出して挨拶する習慣が身につけられ
るようにする。

②
制服を意識的に正しく整えている生徒の割合が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

９６．０％　Ａ
〈96.8％：Ａ〉

12月学校評価アンケート結果では、7月よりも「よく当てはま
る」と答えた生徒が減少し、「やや当てはまる」と答えた生徒が
増加となっている。あわせると昨年度と大きく変わらないが、今
後も生徒が身なりについての意識を高めるように全職員が共通理
解をもって指導していきたい。

③
交通安全教室や街頭指導を
通して、自転車の安全運転
の励行を図る。

交通ルール（自転車運転でイヤホン着用や並列
走行をしない）を遵守している生徒が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

④
ボランティア活動に、積極的に参加した生徒の
割合が
　Ａ  ７０％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　５０％未満

※コロナ感染症の為、最終評価　無し

新型コロナウィルス感染症の影響の為、今年度は６月に予定して
いた学校全体で学校周辺の清掃活動だけでなく、１０月に予定し
ていた部活動有志による野々市駅・中央公園・学校周辺の清掃活
動も中止となった。2年連続でボランティア活動が満足にでき
ず、ボランティア意識が低下したと考えられるので、ボランティ
ア活動ができる状況になった時には、学校全体や部活動で複数回
の活動が経験できるようにしたい。

⑤
生徒の良好な人間関係作り
を支援する。

学校生活が楽しいと感じる生徒が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

学校生活に楽しさを感じる理由は生徒それぞれ異なるであろう
が、学校のどこかに自分の居場所があれば「ややあてはまる」と
答えられると思われる。しかし、学校そのものを苦手とする生徒
が一定数存在することも許容したい。そのような生徒でもクラス
内の人間関係がゆるく繋がっていて息苦しくなければ、安心して
学校生活を送ることができるようである。教員が気づくことはも
ちろんであるが、日頃から生徒に対し、問題を抱えたときに大人
に相談するように発信し続け、早期の発見と解決を図りたい。

交通ルールを遵守する生徒の割合が高いが、登下校時にイヤホン
装着・並列走行している生徒が多く見られる。並列走行について
は自転車同士の接触事故の発生や一般の歩行者から注意の電話を
受けており、交通事故を防止し自分だけでなく他者の命を守るた
めにも交通ルールの遵守について指導をしていきたい。

９６．０％　Ａ
〈96.1％：Ａ〉

８６．４％　Ｂ
〈86.0％：Ｂ〉

登校指導や生活指導などを
通して、自ら身なりを正す
ことで規範意識を育成す
る。

学校内外のボランティア活
動への積極的な参加を促す
とともに、ボランティアに
参加したことの達成感や地
域貢献への意識を高める。

節度ある生
活習慣の確
立に努め、
自ら挨拶
し、読書に
親しみ、ボ
ランティア
活動等にも
積極的に参
加する豊か
な人材の育
成を図る。
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集計結果で、〈　〉はR02最終評価のデータ

達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）重点目標 具体的取組
令和３年度　学校経営計画に対する最終評価

⑥
情報の収集、共有を密に行
い、困難を抱えた生徒に対
して早期に対応し支援す
る。

生徒の変化に対して　ａ（素早く対処し、解決
に至った）、ｂ（素早く察知し、対応すること
ができた）の割合が
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８０％以上
　Ｄ　８０％未満

８７．９％　Ｃ
〈96.1％：Ａ〉

「心のケアを必要とする生徒に対して連携を図り組織的な対応を
している」では、よく当てはまる45.5％、やや当てはまる48.5%
で計94.0％であったことから、困り感を抱えていることがわかり
やすい生徒には、担任と相談室及び生徒課が連携を密にし、問題
に適切な対応をすることができたと考えられる。しかし、最近、
家庭に絡む問題を抱える生徒や繊細な生徒が増えてきており、本
人が言わなければわからないことが多い。そのために気づかずに
対応の遅れがもあったようである。今後は生徒情報の共有が重要
であることを教員間で再確認し協力して対応したい。

⑦
歯科検診の結果で健康管理
上、受診・治療が必要と診
断された生徒に対し、個人
面談を通して自己の健康課
題を意識させ医療機関での
受診率を高める。

歯科検診の結果から自己の健康管理上、受診・
治療の必要性を理解し医療機関を受診した生徒
の割合が
　Ａ　６５％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　４５％未満

５０%　Ｃ
<20.7%：Ｄ>

今年度は1学期中に検診ができたため、昨年度と比較すると受診
率が向上した。しかし、まだ新型コロナウイルス感染症の影響で
受診控えの生徒がいるのではないかと考えられる。

⑧
図書委員による図書便りや
本の紹介の作成・発行など
の図書案内や各学年団と連
携した一斉読書や読書タイ
ムといった読書指導によっ
て、読書に親しむ習慣を身
に付けさせる。

生徒一人あたりの本校図書館の年平均貸出冊数
が
　Ａ　５.０冊以上
　Ｂ　４.０冊以上
　Ｃ　３.５冊以上
　Ｄ　３.５冊未満

     一人あたり２．５冊　Ｄ

４月～１２月末現在貸出　１９４６冊
　１年生　１１０４冊
　２年生　　５０５冊
　３年生　　３３７冊

２学期は思ったほど伸びなかった。今後も図書だよりや展示など
を通して貸出増加に向けて働きかけをしていく。

①
GIGAスクール構想の実現に
向けた教職員の研修をとお
してICT活用指導力の向上
を図る。

研修をとおしてICT活用指導力が向上した教員
の割合が
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　５０％未満

９７％　Ａ
〈R03新規項目につき、R02データなし〉

短時間ではあるが計画的・継続的にテーマを絞った形で月１回の
校内研修を実施し、ＧＩＧＡスクール構想モデル校としての合計
８回に及ぶ公開授業をはじめ日ごろからChromebookを活用した授
業を行い、着実に活用が進んでいる。今後はより一層活用が進め
られるよう教員のニーズにあった研修を企画・継続していきた
い。

②
業務負担の軽減や時間管理
の改善などにより、職員の
多忙化改善を進める。

時間外勤務が８０時間を超える教職員の月平均
の人数が
　Ａ　０人
　Ｂ　１．０人未満
　Ｃ　２．０人未満
　Ｄ　３．０人以上

　月平均３．１人  Ｄ
　〈月平均1.6人:Ｃ〉

一昨年と比較すると改善しているが、授業や校務、部活動指導
で、時間外勤務が月80時間超、月100時間超の教員は一定数いる
のが現状である。教育の質を確保しつつ、ICTの活用をはじめと
した業務改善や業務の偏りの是正、教師の意識改革により、過重
な労働とならないよう取り組みを進めていきたい。

・教職員の時間外勤務は月平均80時間を超える教職員を増やさず、教育の質の維持向上に努めるため、より一層の工夫をして欲しい。

・ICT活用による業務改善や業務の偏りの是正を進める。

学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改
善方策

５ GIGAスクー
ル構想の実
現に向けた
教職員の研
修をとおし
てICT活用指
導力の向上
を図るとと
もに、多忙
化の改善に
取り組む。

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改
善方策

学校関係者評価委員会の評価

・挨拶に関する取組をより一層進めるとともに、必要に応じ見直す。
・重大な交通事故につながることのないよう交通安全指導等により事故件数の抑制に努める。

・挨拶についてＡ評価となっているが、印象として挨拶をしてくれる生徒は少ない。声を出すのが難しいなら会釈をすすめてはどうか。
・交通事故件数が昨年度の7件から14件と増加としているので、生徒に対して更なる交通安全指導が必要である。


